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原民 喜 



だった。 お前た ち は 花だった。 久しい 久しい昔から 僕 

が 知っている ものだった。 僕 は 歩いた。 僕の 足 は 僕 を 

たま 

支えた。 僕の 眼の 奥に 涙が 溜る とき、 僕 は 人間の 眼が 

マ J ちら を 見る の を 感じる。 

人間の 眼。 あのと き、 細い 細い糸の ように 細い 眼が 

僕 を 見た。 まつ 黒に まつ 黒に ふくれ 上った 顔に 眼 は 絹 

かわら いぎょう 

糸の ように 細かった。 河原に ずらり と 並んで いる 異形 

の 重傷者の 眼が、 傷ついて いない 人間 を 不思議 そうに 

振りむ いて 眺めた。 不思議 そうに、 何もかも 不思議 そ 

うな、 ふらふらの、 揺れ かえる、 揺れ かえった 後の、 

また 揺れ かえりの、 おそろし いものに 視ん つてい る 眼 



は 朝 ごとに 花の 咲く 野 山の けはい をお もい、 僕の 耳 は 

朝 ごとに うれしげ な 小鳥の 声に ゆれた。 自分の ために 

生きるな、 死んだ 人た ちの 嘆きの ために だけ 生きよ。 

僕 を 生かして 僕 を 感動させる ものが あるなら、 それ は 

みなお 前た ちの 嘆きの せいだ。 僕の なかで 鳴り ひびく 

鈴、 僕 は 鈴の 音に ききとれ ていたの だが ：•：. 。 

だが、 この ふらふらの 揺れ かえる、 揺れ かえった 後 

の、 また 揺れ かえりの、 ふらふらの、 今 も ふらふらと 

揺れ かえる、 この 空間 は 僕に とって 何だった のか。 め 

ら めら と 燃え あがり、 燃え 畢 つた 後の、 また 燃えな お 

しの、 めら めら の、 今 も 僕 を 追ってく る、 この 執拗な 



観念の 人間。 洪水の ように 汎濫 する 言葉と 人間。 群衆 

のように 雑沓す る 言葉と 人間。 言葉。 言葉。 言葉。 僕 

は 僕の なかに ある ESSAY ON MAN の 言葉 を ふ りか 

え る 

死につ いて 死 は 僕 を 生長 させた 

愛に ついて 愛 は 僕 を 持続 させた 

孤独に ついて 孤独 は 僕 を 僕に した 

狂気に ついて 狂気 は 僕 を 苦しめた 

情欲に ついて 情欲 は 僕 を 眩惑 させた 

バランス について 僕の 聖女は バランス だ 



は 突 張って、 僕の 空間 は 揺れて いる。 息をする の も ひ 

だるい ような、 この ふらふらの 空間に …… 。 ふと、 揺 

はくあ 

れ ている 空間に 白堊の 大きな 殿堂が 見えて 来る。 僕 は 

ふらふらと 近づいて ゆく。 まるで 天空の なか をく ぐつ 

ている ように …… 。 大きな 白堊の 殿堂が 僕に 近づく。 

僕 は 殿堂 の 門に 近づく。 天空の なかから 浮き出て く る 

ように、 殿堂の 門が 僕に 近づく。 僕 は オベリスクに 刻 

られた 文字 を 眺める。 僕 は 驚く。 僕 は 眩く。 

原子爆弾 記念館 

僕 はふら ふら 階段 を 昇って ゆく。 僕 は 驚く。 僕 は 眩 

く。 僕 は t 訝る。 階段 は 一歩一歩 僕 を 誘い、 廊下 は ひつ 



そりと p< を 内 則へ 導く。 ここ は、 これ は、 ここ は、 こ 

れは …… 僕 はふと 空漠と した ものに 戸惑って いる。 コ 

トコ トと 靴音が して 案内 人が 現れる。 彼 は 黙って 扉 を 

押す と、 僕 を 一室に 導く。 僕 は 黙って 彼の 後に ついて 

ゆく。 ガラス張りの 大きな 函の 前に 彼 は立留 る。 函の 

中には 何も 存在して いない。 僕 は 眼鏡と 聴音器の 連結 

された 奇妙な マスク を 頭から 被せられる。 彼 は 函の側 

にある スィッチ を 静かに 捻る。 …… 突然、 原爆 直前の 

広 島巿の 全景が 見えて 来た。 

…… 突然、 すべてが 実際の 現象と して 僕に 迫って 来 

た。 これ はもう 函の 中に 存在す る 出来事で はなさそう 



だった。 僕 は 青ざめる。 飛行機 はもう 来て いた。 見え 

ている。 雲の なかに かすかな 爆音が する。 僕 は 僕 を 探 

す。 僕 はいた。 僕 は あの 家の あそこに …… 。 あのと き 

と同じように 僕 はいた。 僕の 眼 は 街の 中の、 屋根の 下 

の、 路の 上の、 あらゆる 人々 の、 あの 時の 位置 を こと 

ごとく 走り 廻る。 僕 は 叫ぶ。 (鍵ら しい 装置 だ。 あら 

ゆる 空間 的 角度から あらゆる 空間 現象 を 透視し、 あら 

のろ 

ゆる 時間 的 速度で あらゆる 時間 的 進行 を 展開 さす 呪う 

きけ い 

べき 装置 だ。 恥ず べき 詭計 だ。 何のた めに、 何のた め 

に、 僕に あれ をもう 一度 叩きつ けようと する の だ！) 

ひらめく 

僕 は 叫ぶ。 僕の 眼に 広 島 上空に 閃 く 光が 見える。 



光 は ゆるゆると 夢の ように 悠然と 伸び 拡る。 ぁッと 

思う と 光 はさ ッと 速度 を增 している。 が、 再び 瞬間が 

細分 割され るよう に 光 は ゆるゆると ためらい がちに 進 

んで ゆく。 突然、 光 はさ ッと 地上に 飛びつ く。 地上の 

一 切が さッと 変形され る。 街 は 変形され た。 が、 今、 

家屋の 倒壊が ゆるゆると 再び ある 夢の ような 速度で 進 

行 を 繰返して いる。 僕 は 僕 を 探す。 僕 はいた。 あそこ 

どうてん きょもう 

に …… 。 僕 は 僕に 動顚 する。 僕 は 僕に 叫ぶ。 (虚妄 だ。 

妄想 だ。 僕 はこ こにいる。 僕 は あちら 側に いない。 僕 

はこ こにいる。 僕 は あちら 側に はいない) 僕 は 苦し さ 

に バタ バタし、 頦の マスク を 捩ぎ とろうと する。 



〈ソファの 上での 思考と 回想〉 

僕 はこ こにいる。 僕 は あちら 側に はいない。 ここに 

いる。 ここにい る。 ここにい る。 ここにい るの だ。 こ 

こにいる のが 僕 だ。 ああ、 しかし、 どうして、 僕 は 僕 

に それ を 叫ばねば ならない のか。 今、 僕の 横 わって い 

る ソファ は 少しずつ 僕 を 慰め、 僕に とって、 ふと 安ら 

かな 思考の ソファと なって くる。 …… 僕 はこ こにいる。 

僕 は 向 側に はいない。 僕 はこ こにいる。 ああ、 しかし、 

どうして まだ 僕 は それ を 叫びた くなる のか。 

…… ふと、 僕 は K 病院の ソファに 横 わって ガラス 窓 



の 向う に 見える 楓 の 若葉 を 見た ときの こと をお もい 

だす。 あのと き 僕 は 病気 だと 云われたら 無 一 文の 僕 は 

自殺す るより ほかに 方法はなかった の だが …… 。 あの 

おのの 

と き 僕 は窓ガ ラ ス の 向 側の 美しく 戦 く 若葉 のなかに、 

僕 はいたので はなかった かしら。 その 若葉の なかには 

死んだ お前の 目な ざし や 嘆きが まざ まざ と 残って いる 

ようにお もえた。 …… 僕 はもつ と はっきり おもいだす- 

ある 日、 お前が 眺めて いた 庭の 若 竹の 陽 ざしの ゆらぎ 

や、 僕が 眺めて いたお 前の かおつき を …… 。 僕 は 僕の 

向 側に もい る。 僕 は 僕の 向 側に もい る。 お前 は 生きて 

いた。 アバ— トの 狭い 一 室で 僕 はお 前の 側に ぼんやり 



は 群衆の ように 僕の なかに 汎濫 して ゆく。 僕 は 小説 を 

考える。 小説の 人間 は 群衆の ように 僕の なかに 汎濫し 

て ゆく。 僕 は 人間と 出逢う。 実在の 人間が 小説の よう 

にし か 僕の ものと 連結され ない。 無数の 人間の思考- 

習癖 • 表情 それらが 群衆の ように ぞろぞろと 歩き 廻る。 

バ ラバ ラの 地帯 は 崩れ 墜 ちそう だ。 

〈僕の 頭の 湿地 帯〉 僕 は 寝 そ びれ て 鶏の 声に 脅迫 さ 

きず か 

れ ている。 魂の 疵を搔 きむ しリ、 搔 きむ しり、 僕 は 僕 

に 呻吟して ゆく。 この 仮想 は 僕な のだろう か。 この 罪 

ははた して 僕な のだろう か。 僕 は 空転す る。 僕の 核心 

は 青ざめる。 めそめそ とした ものが、 割り きれない も 



き とめられて いたよう な 記憶が する。 僕 は 突 抜けて ゆ 

きたくな るの だ。 僕 は 廃墟の 方 をう ろうろ 歩く。 僕の 

顔 は 何 かわからぬ もの を嚇と 内側に 叩きつ けて いる 顔 

になって いる。 人間の 眼 は どぎ つく 空間 を撲 りつけ る 

眼に なって いる。 のぞみの ない 人間と 人間の 反射が、 

ますます その 眼つ きを 荒つ ぼくさせ ている のだろう か _ 

めら めら の 火 や、 噴き あげる 血 や、 捩 がれた 腕 や、 死 

くちびる びらん 

狂う 唇 や、 糜爛の 死体 や、 それら はあった、 それら 

はあった、 人々 の 眼の なかに まだ 消え失せ てはいな 

かった。 鉄筋の 残骸 や 崩れ 墜 ちた 煉瓦 や 無数の 破片 や 

焼け残って 天 を 引裂こう とする 樹木 は 僕の すぐ 眼の 前 



たれた のではなかった。 だが、 とうとう 僕の 世界に も 

一瞬の 大 混乱が やって来た。 そのと きまで 僕 は 何にも 

知らなかった。 その 時から 僕の 過去 は 転覆して しまつ 

あいまい 

た。 その 時から 僕の 記憶 は 曖昧に なった。 その 時から 

僕の 思考 は 錯乱して 行った。 知らないでも いいこと を 

知って しまったの だ。 僕 は 知らなかった 僕に 驚き、 僕 

は 知って しまった 僕に 引裂かれる。 僕 は 知って しまつ 

たの だ。 僕 は 知って しまったの だ。 僕の 母が 僕 を 生ん 

だ 母と は異 つていた こと を …… 。 突然、 知らされ てし 

まった の だ。 突然 9 …… だが、 その 時まで 僕 はや はり 

ぼんやり 探して いたの かもしれ なかった。 叔父の 葬式 



だろう か？ わからない、 僕 は 若い の だ。 僕の 人生 は 

まだ 始 つたば かりなの だ。 僕 はもつ と 探して みたい。 

嘆き？ 人生で たった 一つ 美し いのは 嘆きな のだろう 

ゝ o 

力 

さまよ 

それから 僕 は 彷徨って 行った。 僕 はやつ ばし 何 か を 

探して いるの だ。 僕が 死んだ 母の こと を 知って しまつ 

たこと は 僕の 父に 知られて しまった。 それから 間 もな 

く 僕 は 東京へ やられた。 それから 僕 は 東京 を 彷徨って 

行った。 東京 は 僕 を 彷徨わせて 行った。 (僕の なかで 

きこえる 僕の 雑音 …… 。 ライタ ー が 毀れ てし まった。 

せっけん かかと 

石鹼 がない。 靴の 踵が とれた。 時計が 狂った。 書物 



つき 抜けて 行きたい。 どこかへ、 どこかへ。) それから 

僕 は 東京と 広 島の 間 を 時々 往復して いるが、 僕の 混乱 

と 僕の 雑音 は 増えて ゆく ばかりな の だ。 僕の 中学 時代 

からの 親しい 友人が 僕に 何にも 言わないで、 ぶつりと 

自殺した。 僕の 世界 はまた 割れて 行った。 僕の なかに 

はまた 風穴が できた よう だ。 風の なかに 揺らぐ 破片、 

僕の 雑音、 僕の 人生 は はじまつ たばつ かしな の だ。 あ 

あ、 僕 は 雑音の かなたに 一 つの 澄みき つた 歌 ごえが き 

きとり たいの だが …… 。 

伊作の 声が ぶつりと 消えた。 雑音の なかに 一 つの 澄 



りつ づけなければ、 走りつ づけなければ …… 。 わたし 

は せっせと ミシン を 踏んだ。 ありと あらゆる 生活の ェ 

夫 を つづけた。 わたしが 着想す る こと はわた しに さえ 

微笑され たが、 それでも どうにか 通用して いた。 中学 

生の 息子 はわた し を 励まし、 わたしの 助手に なって く 

れた。 走りつ づけなければ、 走りつ づけなければ …… _ 

わたし は 夢の なかで さえそう 叫びつ づけた。 

突然、 パタンと わたし は 倒れた。 わたし は それから 

だんだん 工夫が きか なくなった。 わたし はわた しに 迷 

わされて 行った。 青い 三日月が 焼 跡の 新しい 街の 上に 

ひらめ 

閃いて いる 夕方だった。 わたしが ミシン 仕事の 仕上 



たしの 夫だった。 そんな はずはなかった。 夫 は あのと 

き 死んで しまったの だから。 突き刺す ような 眼な ざ し 

に、 わたし は ざく りと 突き刺されて しまって いた。 熱 

おのの 

い 熱い ものが 背筋 を 走る と 足はヮ ナヮナ 震え 戦 いた。 

人ち がいだ、 人ち がいだ、 と パッと 叫んで わたし は 逃 

げ だした くなる。 わたし は それでも 気 をと リ なおした- 

わたし を 突き刺した 眼な ざしの 男 は、 次の 瞬間、 人 混 

みの 青い 闇に 紛れ 去って いた。 後 姿 はま だ チラつ いた 



人ち がいだ、 人ち がいだった、 わたし はわた しに 安 

心させよ うとした。 後 姿 はま だ チラつ いたが …… わた 



J ま 

していた。 煙の 隙間に 見えて 来た 空間 は 鏡の ように 静 

かだった。 と 何 か 遠くから ザ ヮザヮ と 潮騒の ような も 

のが 押し よせてく る。 騒ぎ はだん だん 近づいて 来た。 

たち ま 

と 目の前に わたし は 無数の 人間の 渦 を 見た。 忽ち 渦 

の 両側に 絶壁が そそり 立った。 すると 青空 は 無限の 

彼方に あった。 「世な おしだ！ 世な おしだ！」 と 人 

ひし 

間の 渦 は 苦しげ に 叫びあって 押 合い 犇 めいている。 人 

間の 渦 は藻搔 きあいながら、 みんな 天の 方へ 絶壁 を 這 

いの ぼろうと する。 わたし は 絶壁の 硬い 底の 窪みの 方 

にくつつ いていた。 そこに おれば 大丈夫 だとお もった。 

が、 人間の 渦の 騒ぎ はわた しの 方へ 拡 つてし まった。 



も だんだん 悲しくな つた。 わたし はだん だん 透きと 

おって 来る ような 気がした。 透きと おって ゆく ような 

気がする の だけれ ど、 足 もと も 眼の 前 も 心細く 薄暗く 

なって ゆく。 どうも、 わたし はもう 還って ゆく ところ 

を 失った 人間ら しかった。 わたし は 水溜りの ほとりに 

ての ひ i り まお 

蹲って しまった。 両方の 掌 で頰を だきしめ ると、 や 

がて 頭 を たれて、 ひとり 静かに 泣き 耽った。 ひっそり 

と、 うっとりと、 まるで 一生涯の 涙が あふれ 出る よう 

に 泣いて いたの だ。 ふと 気がつく と、 あっちの 水溜り 

でも、 こちらの 水溜りで も、 いたるところの 水溜りに 

ひとりず つ 誰かが 蹲って いる。 ひっそりと 蹲って 泣い 



け 目 9 そうだ。 僕 はたし かにお もい 出せる。 僕の 

なかに 浮んで 来て 僕 を 引裂き そうな、 あの 不思議な 割 

れ目 を。 僕 は 惨劇の 後、 何度か あの 夢 をみ ている。 崩 

れた 庭に 残って いる 青い 水を湛 えた 池の 底な しの 貌っ 

きを。 それ は 僕の なかに あるよう な 気 もす る。 それ か 

ら 突然 ギヨ ッ としてし まう、 骨身に 泌 みるば かりの 冷 

やりと した ものに。 …… 僕 は 還る ところ を 失って し 

まった 人間な のだろう か。 …… 自分の ために 生きるな 

死んだ 人た ちの 嘆きの ために 生きよ。 僕 は 僕の なかに 

嘆き を 生きる のか。 

隣人よ、 隣人よ、 死んで しまった 隣人た ちょ。 僕 は 



今 もい る、 恐らく は その 嘆きの かなたに …… 。 

救い はない、 救い はない、 と、 ふと 僕の なかで 誰か 

の 声が する。 僕 はお どろく。 その 声 は 君 か、 友よ、 友 

よ、 遠方の 友よ、 その 声 は 君な のか。 忽ち 僕の 眼の ま 

えに 若い 日の 君の ィメ— ジは 甦 る。 交響楽 を、 交響 

楽 を 人類の 大 シン フォニ ー を 夢み ていた 友よ。 人間が 

人間と ぴたりと 結びつき、 魂が 魂と 抱き あい、 歓喜が 

歓喜 を 煽り かえす 日 を 夢み ていた 友よ。 あの人 類の 大 

劇場の 昂 まり ゆく 波の ィメ— ジは …… 。 だが (救い は 

ない、 救い はない) と 友 は 僕に 呼びつ づける。 (沈んで 

ゆく、 沈んで ゆく、 一 切 は 地下に 沈んで ゆく。 それす 



ら 無感覚の われわれに 今 救い はない の だ。 一 つの 魂 を 

救済す る こと は 一 つの 全生涯 を 破滅 させても 今 は 出来 

ない。 奈落 だ、 奈落 だ、 今 はすべ てが 奈落な の だ。 今 

はこの 奈落の底 を 見と どける ことに 僕 は 僕の 眼 を 磨ぐ 

ばか リだ) 友よ、 友よ、 遠方の 友よ、 かなしい 友よ、 

不思議な 友よ。 堪えて、 堪えて、 堪え 抜いて いる 友よ。 

救い はない のか、 救い はない のか。 …… 僕 はふら ふら 

歩き 廻る。 やつば し 歩き 廻って いるの か。 僕の まわり 

を 歩き まわって いる 群衆。 僕の 頭の なかの 群衆。 やつ 

ばし 僕 は 雑沓の なか を ふらふら 歩いて いるの か。 雑沓 

のなかから、 また 一 つの 声が きこえて くる。 ゆるい ゆ 



きて 行けそう だった。 それで 僕 は そこ を 離れる と 遠い 

他国へ 出かけて 行った。 ところが 僕 を 見る 他国の 人間 

の 眼 は 僕の なかに 生き残りの 人間し か 見て くれな か つ 

た。 まるで 僕 は 地獄から 脱走した 男だった のだろう か。 

人 は 僕の なかに 死に わめく 人間の 姿 をし か 見て くれな 

かった。 「生き残 リ、 生き残り」 と 人々 は 僕の こと を 

3 の〕 

罵った。 まるで 何 かわる い 病気 を 背負って いるもの 

を 見る ような 眼つ きで。 この ことにば かり 興味 を もつ 

て 見られる 男で しかない かの ように。 それから 僕の 窮 

おきて 

乏は底 をつ いて 行った。 他国の 锭 はきび しすぎた。 

不幸な 人間に 爽やかな 予感 は 許されない のだろう か… 



がわ かる。 わたしの 視 ている 剎 那剎那 がすべ てのもの 

の 終末 かとお もうと、 わたし は 気が 遠くな つて ゆく。 

なにもの ももう わたしで 終り、 なにもの ももう わたし 

から 始ら ない のかと おもうと、 わたしの なかに すべて 

ど-つ こく あお 

の 慟哭が むらがって くる。 わたしの 視 ている 碧い 碧い 

波 …… あんなに 碧い 波 も、 ああ、 昔、 昔、 …… 人間が 

視ては 何 か を 感じ 何 か を 考え 何 か を 描いて いたの だろ 

うに、 …… その 碧い 碧い 波 ももう わたしの …… わたし 

以前の しのびなきに すぎない。 死. 愛. 孤独. 夢 …… 

そうした 抽象 観念 もも はや わたしに と つ て 何に なろう 

わたしの 吐く 息の 一 つ 一 つに すべての 記憶 はこ ぼれ 墜 



の 外に ある ものが すべて リズムに 化して ゆく ので、 わ 

たし は 一 秒 ごとに 熱狂しながら、 一 秒 ごとに 冷却して 

ゆく ような 装置に なった。 わたし は 地上に 落ちて いた 

ヴァイオリン を 拾い あげる と、 それ を 弾きながら 歩い 

てみ たが、 わたしの 霊感 は 緊張しながら 遅 緩し、 痙攣 

しながら 流動し、 どこ へどう 伸びて ゆく のか わからな 

くなる。 わたし は 詩の こと も 考えて みる。 わたしに 

とって 詩 は、 (詩 はわな なく 指で みだれ みだれ 

細い 文字の こころの うずき) だが、 わたしに とって 

詩 は、 (詩 は 情緒の なかへ 崩れ 墜 ちる ことで はない、 き 

りよ うかく 

びし い 稜角を よじのぼろう とする 意志 だ) わたし は 



おしてい るの か。 僕 は 僕 を もっと はっきりた しかめた 

い。 しかし、 僕 はもう 僕 を 何度も 何度もた しかめた は 

ず だ。 今の 今、 僕の なかには 何が あるの か。 救い か？ 

救い はない のか 救い はない のかと 僕 は 僕に 回転して い 

るの か。 回転して 押されて いるの か。 それが 僕の 救い 

か。 違う。 絶対に 違う。 僕 は 僕に きっぱりと 今 云う。 

僕 は 僕に 飛びつ いても 云う。 

j>< ヽ i- く、 o 

^；レ はる レ 

僕 は 突 離された 人間 だ。 還る ところ を 失った 人間 だ。 

突 離された 人間 だ。 還る ところ を 失った 人間に 救い は 

ない。 



かなたで、 ひびき あい、 結びつき、 流れて ゆく こと を 

気づかないで、 いつもい つも 流れて ゆく。 書店の 飾 窓 

の 新刊書、 カバン を 提げた 男、 店頭に 置かれて いる 

はちうえ ほおずき 

鉢植の 酸漿、 …… あらゆる ものが 無限の かなたで、 ひ 

びき あい、 結びつき、 ひそかに、 ひそかに、 もっとも 

美しい、 もっとも 優しい 囁きの ように。 僕 はいつ も 

行く 喫茶店に 入り 椅子に 腰を下ろす。 いつもい る 少女 

は、 いつもの ように 僕が 黙って いても 珈琲 を 運んで く 

る。 僕 は剝ぎ とられた 世界の 人間。 だが、 僕 は ゆつ く 

り 煙草 を 吸い 珈琲 を 飲む。 僕の テ— ブルの 上の 花瓶に 

1 ^けられて いる 白百合の 花。 獎の まわりの 世界 は剝ぎ 



語 を 持って。 一 つ 一 つ 何 か 懐し いもの を 持って。 僕 は 

還る ところ を 失った 人間、 剝ぎ とられた 世界の 人間。 

だが 僕 は 彼等の ために 祈る こと だってで きる。 僕 は 祈 

る。 (彼等の 死が 成長で ある こと を。 その 愛が 持続で 

げんわく 

ある こと を。 彼等が 孤独なら ぬ こと を。 情欲が 眩惑で 

なく、 狂気で あまり 烈しから ぬ こと を。 バランスと 夢 

に 恵まれる こと を。 神に 見捨てられざる こと を。 彼等 

の 役人が 穏 かなる こと を。 花に 涙ぐむ こと を。 彼等が 

よく 笑い あう 日 を。 戦争の 絶滅 を。) 彼等 は みんな 僕 

の 眼の 前 を 通り過ぎる。 彼等 は みんな 僕の なか を 横 

切って ゆく。 四つ角の 破れた 立 看板の 紙が 風に くるく 



ぬけ。 突き離された 世界の 僕 を つらぬけ。 

明日、 太陽 は 再びの ぼリ 花々 は 地に 咲き あふれ、 明 

日、 小鳥た ち は 晴れ やかに 囀る だろう。 地よ、 地よ、 

つねに 美しく 感動に 満ち あふれよ。 明日、 僕 は 感動 を 

もって そ Y J を 通りす ぎる だろう。 

(昭和 一 一十 四 年 八月 号 『群像』) 
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